
課程名稱 日語文章選讀

課程屬性 語言與文化 課程編號 1052-1052L06

授課老師 陳昭芬

最高學歷/ 日本国立茨城大学 人文学科

相關學經歷/ 台南社大資深教師

現職/ 台南科技大学美容科的日文講師

上課時間 每週二晚上07:00-09:50 第一次上課日期 2016年09月06日（星期二）

課程理念

關於這一門課：

1.為什麼想開這門課？希望帶領學員共同學習甚麼

1.希望学員能将之前所学的文法・文型、更加活用。藉由課程內容、譲學員能更進而瞭解日本文
化・歴史・及日本人的生活習慣。

2 學習日語轉譯台灣的美好,也能將日本的美好文化引介給台灣民眾,將所學日語回饋社區。

３透過閲読文章更了解日本人的思考方式。

2.修此門課需具備什麼條件？

1 需要学過動詞変化（て形・ない形・辞書形・た形・普通体・可能形・命令形・禁止形・仮定
形・自他動詞・意向形・受身形）

3.上課的方式是怎麼進行的？學生可以有什麼收穫？  	

以活発方式、將文型導入日常生活會話。譲學員有機會上臺発表、且能自然地用日語発問、譲學
員彼此相互能用日語対話。

※【課程中老師可視學員的需要與學習進度，保有調整課程的權力】

4.如何取得學分？（評量方式）

出席率及上課態度

5.備註&推薦書目

『大家的日本語』進階読本篇

使用教材| 邁向中級日本語の文型と表現56

招生人數| 35 人（若非課程特殊需求，每班招收人數至少 35 人。）



學分收費| 3 學分 3000 元（18 週課程/一次上課 3 小時）

週次 上課日期 課程主題 課程內容

1 2016-09-06
晚上07:00～09:50

自然と地方文化 さっぽろ雪まつり
釧路から根室へ根室本線に沿って

2 2016-09-13
晚上07:00～09:50

『遠野物語の世
界』

遠野祭り

3 2016-09-20
晚上07:00～09:50

奥の細道（山形
県ほか）

『奥の細道』は、江戸時代の俳人松尾芭蕉の旅日記

4 2016-09-27
晚上07:00～09:50

奥の細道 「しずかさやいわにしみいるせみのこえ」
「ありがたやゆきをかほらすみなみだに

5 2016-10-04
晚上07:00～09:50

日光（栃木県） 奥日光の自然
奥日光の滝

6 2016-10-11
晚上07:00～09:50

下町（東京都） 東京都の東部、台東区、墨田区、江東区あたりを下町と呼ぶ

7 2016-10-18
晚上07:00～09:50

甲府（山梨県） 甲府は南アルプスや富士山など、高い山々に囲まれた盆地に
ある。
甲斐の国と武田信玄

8 2016-10-25
晚上07:00～09:50

富士山（山梨県
・静岡県）

いろいろな富士山（3776メートル）
富士山の山開きは７月１日

9 2016-11-01
晚上07:00～09:50

主題週（老後の
自分）

伊豆（静岡県）
温泉、海水浴、ダイビング、釣り、ハイキングと、伊豆には
一年中

10 2016-11-08
晚上07:00～09:50

高遠（長野県） 高遠は史跡の多い歴史の町。
高遠城の城跡は、桜の名所として有名

11 2016-11-15
晚上07:00～09:50

白馬（長野県） 白馬村で遊ぶ
そば打ちを習う。
自然園を散歩する。夏には様々な植物が、秋には紅葉が美し

12 2016-11-22
晚上07:00～09:50

能登（石川県） 能登は日本列島の中央部にあり、かぎの手のように日本海に
突き出た半島。

13 2016-11-29
晚上07:00～09:50

琵琶湖（滋賀県
）

琵琶湖は日本一大きな湖。湖の形が楽器の琵琶に似ているた
めに、
この名がついた。

14 2016-12-06
晚上07:00～09:50

京都（京都府） １２００年前、７９４年、京都は日本の都となり、平安京と
呼ばれるようになった。
京都の名物

15 2016-12-13
晚上07:00～09:50

大阪（大阪府） 大阪は商人の町、食いだおれの町。活気あふれる都市だ。
豚マン。肉入りの中華まんじゅう。大阪では豚マンという。

16 2016-12-20
晚上07:00～09:50

松江（島根県） 本州西部の日本海側を山陰地方という。
松江と小泉八雲
松江と茶道

17 2016-12-27 阿蘇・くじゅう 阿蘇山（標高１５９２メートル）は世界一広いカルデラを持



晚上07:00～09:50 （熊本県・大分
県）

つ複式火山。

18 2017-01-03
晚上07:00～09:50

鹿児島・指宿（
鹿児島県）

鹿児島県は以前は薩摩と呼ばれ、明治維新までの約７００年
間、
島津氏がこのあたりを治めていた。
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